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狛江市バドミントン協会（冨永茂和会
長）はバドミントンを通じて健康維持と
増進に役立ち、生涯スポーツとして楽し
める環境作りをめざして活動している。
昭和41年に狛江町バドミントン協会と

して創立、43年の狛江町体育協会発足

時に加盟、４５年の市制施行に
伴い現在の名称に変わった。
現在は市内の2団体が加盟、
毎年４月から個人会員の入会を
受け付け、例年約50人が登録
する。
６月に狛江市バドミントン大会

（会長杯）、10月に狛江市バ
ドミントン市民大会、３月に狛
江市レディースバドミントン大
会を開催している。このうちレ
ディース大会は人気が高く、こ

とし3月の大会には市内外から過去最
高の45団体の申し込みがあり、抽選で
36団体に絞り、選手約250人が約9時
間に及ぶ熱戦を繰り広げた。また、都
民体育大会、東京都市町村総合体育大
会、都民生涯スポーツ大会の団体戦に

狛江市代表チ
ームを送るなど、市外のチームとの交
流にも力を入れている。
このほか、会員対象に月３～４回の協
会練習会を開き、技術の向上を図るほか、
狛江市主催の成人バドミントン教室、狛
○くらぶ主催の青少年バドミントン教室に
も協力している。
バドミントンは気軽にできるスポーツと

して以前から多くの人に親しまれてきた
が、最近はさらに人気が高まり、大会の
参加者の増加や年齢層の広がりが見ら
れ、競技のレベルも高まっているという。
冨永会長は「日本選手の活躍で注目が
集まり、愛好者が増えています。こうし
た競技熱の高まりを持続できるよう、普
及に力を入れていきたい」と話している。
問い合わせ☎3430-3797滝川さん。

夫婦でパラ出場めざす
松本裕子さん（57）は東京2020パ
ラリンピックのボッチャ日本代表をめざ
して練習に励んでいる。
九州出身で脳性まひという障がいを
持つ松本さんは、高校時代はバドミント
ンをしていたが、20歳で股関節の手術
を受けてから徐々に運動能力が低下、
競技とは疎遠になった。理学療法士の
仁さん(61)と出会って平成18年に結
婚、狛江市岩戸北へ転居した。
7年ほど前から仁さんの勧めでボッチ

ャを始め、「やるからには選手をめざした
い」と本格的に取り組んだ。25年には
日本ボッチャ選手権大会に初出場。いき

なり予戦を通過して本戦に出場、シード
選手を破る活躍をみせた。出場するのは
アシスタントが認められるBC１クラスで、
仁さんがアシスタントを務め、夫婦でパ
ラリンピック出場をめざしている。
普段は多摩地区のボッチャクラブ「東
京多摩ココナ」に所属、狛江市民総合
体育館や調布市にある障害者スポーツ
センターなどで練習するほか、ボッチャ
普及のため市内の小・中学校で模範演
技を披露することもある。
28年の全日本選手権で3位、翌年は
8位の成績を残したが、昨年は成績が
不振で、5月31 ～６月２ に千
葉県流山市で催される東日本ブロック
予選会には、全日本選手権出場とパラ
リンピックの切符をつかむため、起死回
生の気持ちで臨むという。

独特のフ
ォームから
投げる正確
なボールコ
ントロール
と他の選手
の性格や癖
をよんだ頭
脳プレーが
持ち味の松本さんは「私を支えてくれる
ボッチャの仲間と、応援してくださる多く
の市民に感謝しています。ことし１年が
勝負なので、がんばってパラリンピック
出場の夢を実らせたい」と話している。

狛江市柔道クラブ（池田悦雄会長）
は柔道を通じて会員同士の親睦を深め、
体力向上と心身の練磨、人格形成を図
ることなどを目的に活動している。
昭和52年の上和泉地域センター開館
を機に、青少年の健全育成を目的とし

て「上和泉柔道クラブ」の名称で創立。
60年に現在の名称に改め、狛江市体
育協会に加盟した。
現在、青少年や一般、指導者も含め
約60人が所属し、狛江市民総合体育
館で週２回の割合で稽古をしている。会
員の多くは小・中学生だが、なかには
子どもの稽古を見学するうちに柔道を
始めて入会する保護者もおり、親子の
関係が深まって喜んでいるという。
指導しているのは、子ども時代に同
クラブに通った有段者や池田会長の知
人の元日本代表選手など約10人。事
故を防ぐため、受け身など基本動作を
しっかり身に付けることを大切にしてお
り、体幹を鍛えるための運動も採り入

れている。このほか、会員の昇級・昇
段審査も行う。
２月に警視庁の各少年柔道クラブや
近隣の柔道会なども含め小・中学生を
対象に100人以上が参加する市民柔道
大会を開催するほか、調布市、世田谷
区、北区など市外の柔道大会へ積極的
に参加している。調布警察署の武道始
式に参加したり、鏡開き式、寒稽古、
暑中稽古などを開催している。
現役時代はインターハイ優勝、金鷲旗
高校柔道大会2連覇、全日本学生柔道
優勝大会などに出場、7段の段位を持つ
池田会長は「礼節を中心に子どもたちの
心身の鍛練と柔道の普及がクラブの主な
目的です。ここで柔道の楽しさを知った
OBの多くが子どもたちの指導に来てく
れているのが喜びです」と話している。
問い合わせ☎3480-4673池田さん。

狛江市スポーツ
推進委員（田村隆
一会長）は市内の
スポーツ関係者12
人が委員となり、ス
ポーツ振興を目的と
して、市民に対して
指導や助言を行う
とともにさまざまな
事業に取り組むことで、青少年の健全育成、
コミュニティーの形成、健康の維持増進にも
寄与している。
かつては狛江市体育指導員という名称だ

ったが、スポーツ基本法の施行に伴い平成
23年に現在の名称に変わった。
委員は、成人や少年少女を対象としたバ

ドミントン、バスケットボール、ビーチボール、
卓球、フットサル、タグラグビー、綱引き、
吹矢などさまざまなスポーツ教室を催したり、
体力測定などを行う市民スポーツデー、少
年少女綱引き大会の運営や障がい者スポー
ツの普及に積極的に取り組んでいる。
また、狛江市体育協会や狛江市総合型ス
ポーツ・文化クラブ狛○くらぶと連携し、年

間10数回の教室やイベントを通して市民の
体力向上につながる活動をしている。
委員のうち８人を女性が占めているのが特
色。委員は事業ごとに担当を決め、その競
技を指導できるように努めており、委員同士
が連携して研修に励んでいる。
田村会長は「子どもの体力は、スポーツ
をする子としない子の２極化が見られるので、
スポーツをしない子に参加してもらえるよう
な事業を開催したい。市民スポーツデーに
も、親子で参加して自分の体力年齢を知り
体力管理の目標を立てるようなきっかけにし
てほしい」と話している。
問い合わせ☎3430-1111狛江市教育委
員会社会教育課。

ボッチャの講習会

松本裕子さんと夫の仁さん

狛江市バドミントン協会

狛江市柔道クラブ

スポーツ推進委員
ボッチャ 松本裕子さん

5月のスポーツカレンダー
体操教室（女性）1・8・
15・22日 11：30　市民
総合体育館主狛○くらぶ
☎090-5829-8069前川
バレーボール1・8・15・
22・29日 16：15市 民
総合体育館主狛○くらぶ
☎080-1327-9789松沼
体操教室（男女）6・13・
20日 19：00市民総合体
育館主狛○くらぶ 前川
ショートテニス7・14・21・
28日 11：25　西和泉体
育館主狛○くらぶ 松沼
卓球を楽しむ会13日
25 9：00市民総合体
育館 主 狛○くらぶ ☎
090-9103-7131山本
バドミントン13・20・27
日 11：25　西和泉体育
館主狛○くらぶ 松沼
吹き矢教室25 11：25
市民総合体育館主狛○くら
ぶ ☎090-1437-2420田
村
働くお父さんとお母さんのた
めのテニス教室26 10：
00元和泉市民テニスコート
主 狛 ○ く ら ぶ ☎090-
3134-0132山田
＊イベント名、開催日・期間、
開始時間、会場、主 主催、
問い合わせ先（2回目以降
は電話番号省略）の順。

市民柔道大会

レディースバドミントン大会


